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▶2018 年も後半に突入しました。先日，近くの神社
で毎年恒例の「夏越の祓　茅の輪くぐり」をしまし
た。今年前半の罪や穢れを祓い，後半の無病息
災を願うというものです。夏の朝に茅でできた青 し々
い輪をくぐることは気持ちよく大好きな行事ではある
のですが，これを終えると一気に自分の中では年
末に向かう焦燥感が発生します。落ち着いて日 を々
過ごしていきたいです。▶本特集では，松浦正子氏
と鈴木竜太氏による「多様性のマネジメント」を考
察する素敵な対談を企画させていただきました。連
載では話題の「ティール組織」について清水広久
氏がご紹介くださいましたが，あらためて鈴木氏の
著書『関わりあう職場のマネジメント』を読み直し
たところ，鈴木氏の論説とティールの考え方には，
「理念を共有し，他者に関心を持って尊重し合い，
チームワークの中で自律した組織人として仕事をし
ていく」という共通点があると感じました。�（小齋）

▶今月の特集では「多様性をいかす」ことをテー
マとしました。ダイバーシティという言葉を耳にする機
会が増え，学会などのテーマとして扱われることも
多いですが，なかなか自身や所属する組織のことと
しては考えにくかったのではないでしょうか。今号の
取材を通し，今現在でも一緒に働くスタッフや患者
さんなど，すでに多様性があふれていて，今後もこ
の流れは避けては通れないことを実感しました。特
集では特にスタッフの多様性に焦点を当てました
が，管理者の皆さまには，違いやはみ出したものを
均一の形にするのではなく，その個性を受け入れ，
いかすことで，より魅力的な組織へとつなげていくこ
とを心から期待しています。▶8月20日，21日に
は，対談に登場いただいた松浦正子氏が学術集
会長を務める第 22回日本看護管理学会学術集
会が開催されます。多くの方と触れ合い，多様な取
り組みを知る機会になればと思います。� （石塚）
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特集
看護師長のための 

「地域分析」入門
地域包括ケアシステムが推進される今，看護師長には「地域分析」の視点を持つことが求め
られています。在院日数が短縮される中，迅速な医療・介護連携を考える上で，また病院経営
に資するためにも，地域分析力が役立ちます。病棟特性や地域の医療ニーズを分析し，各病
棟で担うべき役割を考え，院内外と連携して新たなケアや必要となる仕組みを創出することが，
看護師長に求められているのです。� �
本特集では，地域医療機能推進機構（JCHO）本部が企画する先進的な研修をもとに，地
域分析の具体的手法と看護管理者による実践事例を紹介します。

【対談】地域の課題をいかに見いだすか
◉河嶋知子／筧裕介
なぜ看護師長に「地域分析」の力が求められるのか
◉吉浪典子／坪井ちえみ
実践！　看護師長のための地域分析入門
政策の理解と地域の医療状況の理解／自施設および自部署の分析／求められる役割・機能の明確化／ 
ケアの質向上のための看護事業企画と実践および評価
◉扇谷玲子／加藤由美／開保津貴子／三原直子

【実践報告】JCHO 各施設の看護管理者の地域分析
◉齋育子／五十嵐礼子／中村吉孝／柿沼久美子

巻頭

大学院で学ぶ看護管理学
現場の実践から新たな「知」を生むために⑳

順天堂大学大学院

facebookアカウントをお持ちの方は「医学書院
『看護管理』」で検索していただき，「いいね！」を
お願いします。
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。

facebook，twitterやってます！
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